と、 来る 人 ごとに 見せて、 じまんして いました。 

ばんお しょう い ま ちゃ 

ある 晚 和尚さん はい つものと おりお 居間に 茶が ま を 

飾った まま、 その そばで うとうと 居眠り をして いまし 

た。 そのうち ほんとうに ぐっすり、 寝込んで しまい ま 

した。 

おしょう へ や しず こぞう 

和尚さん のお 部屋が あんま リ 静かな ので、 小僧さん 

おも しょうじ す ま 

たち は、 どうした のかと 思って、 そっと 障子の 透き間 

おしよ-つ 

から 中 をの ぞいて みました。 すると 和尚さん の そばに 

ふとん すわ ちゃ 

布団 をし いて 座って いた 茶が まが、 ひとりでに むくむ 

うご だ おも ちゃ 

くと 動き 出しました。 「おやご と 思う うちに、 茶が ま 

あたま ふと ほん 

から ひよ つ こり 頭が 出て、 太いし つぼが はえて、 四 本 



の 足が出て、 やがて のそのそ とお 部屋の 中 を 歩き 出し 

ました。 

こぞう へや こ 

小僧さん たち はび つくりして、 お 部屋の 中へ とび 込 

んで 来て、 

「や あ、 たいへん だ。 茶が まが 化けた ご 

おしょう おしょう ちゃ ある だ 

「和尚さん、 和尚さん。 茶が まが 歩き 出しました よご 

と、 てんでん に とんきょうな 声を立てて さわぎ 出し 

おと おしよ-つ 

ました。 その 音に 和尚さん は 目 を さまして、 

「やかましい、 何 を さわぐ の だ ご 

と 目 を こすりながら しかりました。 

おしょう ちゃ 

「でも 和尚さん、 ごらんなさい。 ほら、 あのと ぉリ茶 



たから、 見物 はいよ いよ 感心して、 小屋 も われる ほど 

のかつ さい を あびせ かけました。 

なに ぶんぷく ちゃ か げいとう 

それから は 何 をしても、 文 福 茶が まが 変わった 芸当 

を やって 見せる たんびに、 見物 は 大喜びで、 

「こんな おもしろい 見世物 は 生まれて はじめて 見た ご 

とてん でんに 言いあって、 また ぞろぞろ 帰って いき 

ぶんぷく ちゃ ひょうばん ほうぼう 

ました。 それから は 文 福 茶が まの 評判 は、 方々 に ひ 

きんじょ えんごく 

ろが つて、 近所の 人 はいう まで もな く、 遠国から も わ 

み く まいにち まいばん 

ざわざわら じがけ で 見に 来る 人で 毎日 毎晩たい へ んな 

おい ま やおお，.^' ね も 

大入りで したから、 わずかの 間にく ず屋は 大金 持ちに 

なりました。 



や ぶんぶく ちゃ 

そのうち にくず 屋は、 「こうやって 文 福 茶が まのお 

かげで い つまで もお 金もうけ をして いても 際限の ない 

や Iq- 力ん 力 

こと だから、 ここらで 休ませて やりましょう ご と考 

ぶんぶく ちゃ よ 

えました。 そこで ある 日 文 福 茶が ま を 呼んで、 

まえ ずいぶん はたら はたら 

「お前 を これまで 随分 働かせる だけ 働かして、 おか 

げで わたし も 大したお 金持ちに なった。 人間の 欲に は 

かぎ よく わる 

限りがない といいながら、 そうそう 欲ば るの は 悪い こ 

きょう かぎ まえ みせもの だ 

とだから、 今日 限りお 前 を 見世物に 出す こと はやめて 

もとのとおり 茂林 寺に 納める ことにしよう。 その 代わ 

おしょう たの ちゃ 

りこん ど は 和尚さん に 頼んで、 ただの 茶が まの ように 

いろりに かけて、 火 あぶりに なん ぞ しないよ うにして 



と 言 いながら、 茶が まとお 金 を 受け取りました。 

ぶんぶく ちゃ ねこ 

文 福 茶が まも それなり くたびれて 寝込んで でもし 

ぺ つ だん てあし は おど だ 

まった のか、 それから は 別段 手足が 生えて 踊り 出す と 

てら ほ-つもつ 

いうよう な こ ともなく、 このお 寺の 宝物に なって、 

今日まで 伝わ つ て いるそう です。 
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